
  

 

  

 

 

  

  

『59 番幼稚園』 

『青葉幼稚園』 

『長寿荘』

『友情のクリスマスキャンペーン』 

『よつば保育園』 

『絵画教室アートセロー』 

『福寿園』

『ナロジチ町「お陽さま」幼稚園』 





2014 年 2 月 6 日 

 

慈善基金「チェルノブイリの人質たち」は、チェルノブイリ事故によって被災し

た全ての人に代わり、クリスマスと新年というすばらしい祝日に先立ってジトーミ

ル州に届けられたクリスマス・カードに心より感謝申し上げます。 

すでに 20 年にわたって、日本の方々は私たちの州に人道支援を行って下さってい

ます。 

クリスマス・カードと嬉しい贈り物をいただいた人たちは、皆このご配慮のしる

しに対し皆さんに感謝しています。私たちはまた、これが同時に皆さんの私たちに

対する友好の気持ちの表れであることを理解しています。遠い国の方々、そして大

事なことにその子どもたちが、私たちのことを思い、気配りをして下さっているの

です。 

皆さんの例にならって、私たちも昨年「友情のクリスマス」というキャンペーン

を行いました。それによって、ジトーミルの学校の生徒たちも皆さんの不幸に無関

心ではないことが証明され、彼らは、遠い日本の同年代の子どもたちへの心からの

サポートの気持ちを手作りのクリスマス・カードに表現しました。私たちはそれら

を日本の学校や市民団体に送りました。 

ジトーミル州のすべての小さな住民たち、彼らの両親や学校・幼稚園・病院の職

員たちに代わって、皆さんに申し上げます―ドウモアリガトウ！ 

敬意を込めて 

基金理事［基金印・サイン］      E.E.ドンチェヴァ 





感謝状 

親愛なる日本の友人の皆さん！ 

 

園児たち、彼らの両親とナロジチ町「お陽さま」幼稚園は、新年に先立ってお届

けいただいたクリスマス・カードに対し心より感謝申し上げます。 

20年以上にもわたって皆さんと協力させていただき、皆さんが私たちを支援しサ

ポートして下さっているのは、私たちにとって本当にうれしいことです！ 

私たちは日本国民の皆さん、特に「チェルノブイリ救援・中部」の方々に、最も

少年の園児たちの園舎の改修のために提供された大きな金銭的支援に対してとても

感謝しています。皆さんともっと頻繁にお会いできることを期待しています。 

登園の職員一同、園児たちと両親たちは、いつでも皆さんを 


